
①有形固定資産の明細 （単位：円）

②有形固定資産の行政目的別明細 （単位：円）

15,755,022,815

8,526,238,995

0

5,666,700,381

1,346,890,718

0

0

0

104,392,721

110,800,000

0

0

0

0

0

0

10,367,775

15,765,390,5902,772,168合計 1589796400 14,172,822,022

 物品 0 7,595,607 2,772,168

　　建設仮勘定 0 0

　　その他 0 0

　　工作物 0 0

　　建物 0 0

　　土地 0 0

 インフラ資産 0 0

　　建設仮勘定 0 110,800,000

　　その他 23863040 80,529,681

　　航空機 0 0

　　浮標等 0 0

　　船舶 0 0

　　工作物 0 1,346,890,718

　　建物 781353902 4,885,346,479

　　立木竹 0 0

　　土地 784579458 7,741,659,537

合計

 事業用資産 1589796400 14,165,226,415

635,333,248 18,138,420,232

区分
生活インフラ・

国土保全
教育 福祉 環境衛生 産業振興 消防 総務

合計 33,262,720,762 111,787,250 1,300,000 33,373,208,012 15,234,787,780

0 0

 物品 60,276,680 987,250 1,300,000 59,963,930 48,285,209 3,148,604 11,678,721

　　建設仮勘定 0 0 0 0 0

0 0

　　その他 0 0 0 0 0 0 0

　　工作物 0 0 0 0 0

0 0

　　建物 0 0 0 0 0 0 0

　　土地 0 0 0 0 0

0 110,800,000

 インフラ資産 0 0 0 0 0 0 0

　　建設仮勘定 0 110,800,000 0 110,800,000 0

0 0

　　その他 266,811,300 0 0 266,811,300 156,999,093 6,775,350 109,812,207

　　航空機 0 0 0 0 0

0 0

　　浮標等 0 0 0 0 0 0 0

　　船舶 0 0 0 0 0

467,348,959 5,666,700,381

　　工作物 5,951,680,017 0 0 5,951,680,017 2,330,580,789 158,060,335 3,621,099,228

　　建物 18,365,623,070 0 0 18,365,623,070 12,698,922,689

0 8,618,329,695

　　立木竹 0 0 0 0 0 0 0

　  土地 8,618,329,695 0 0 8,618,329,695 0

【様式第５号】

附属明細書（一般会計等）
１．貸借対照表の内容に関する明細

　※下記以外の資産及び負債のうち、その額が資産総額の100分の5を超える科目についても作成する。

（１）資産項目の明細

本年度償却額
（F)

差引本年度末残高
（D)－（E)

（G)
 事業用資産 33,202,444,082 110,800,000 0 33,313,244,082 15,186,502,571 632,184,644 18,126,741,511

区分 前年度末残高
（A）

本年度増加額
（B）

本年度減少額
（C）

本年度末残高
（A)＋（B)-（C)

（D）

本年度末
減価償却累計額

（E)



③投資及び出資金の明細 （該当なし）

市場価格のあるもの （単位：円）

銘柄名 株数・口数など
（A）

時価単価
（B）

貸借対照表計上額
（A）×（B)

（C)
取得単価

（D)

取得原価
（A）×（D)

（E)

評価差額
（C）－（E)

（F)

（参考）財産に関する
調書記載額

合計

市場価格のないもののうち連結対象団体（会計）に対するもの　（該当なし） （単位：円）

相手先名
出資金額

（貸借対照表計上額）
（A)

資産
（B)

負債
（C)

純資産額
（B）－（C)

（D)
資本金

（E)

出資割合（％）
（A）/（E)

（F)

実質価額
（D)×（F)

（G)

投資損失引当金
計上額

（H)

（参考）財産に関する
調書記載額

合計

市場価格のないもののうち連結対象団体（会計）以外に対するもの　（該当なし） （単位：円）

相手先名 出資金額
（A)

資産
（B)

負債
（C)

純資産額
（B）－（C)

（D)
資本金

（E)

出資割合（％）
（A）/（E)

（F)

実質価額
（D)×（F)

（G)
強制評価減

（H)

貸借対照表計上額
（Ａ）－（Ｈ）

（Ｉ）

（参考）財産に関する
調書記載額

合計



④基金の明細　（該当なし） （単位：円）

財政調整基金

減債基金

合計

⑤貸付金の明細　（該当なし） （単位：円）

貸借対照表計上額
徴収不能引当金

計上額
貸借対照表計上額

徴収不能引当金
計上額

地方公営事業

一部事務組合・広域連合

地方独立行政法人

地方三公社

第三セクター等

その他の貸付金

合計

(参考)財産に関する
調書記載額

相手先名または種別
長期貸付金 短期貸付金

（参考）
貸付金計

種類 現金預金 有価証券 土地 その他
合計

(貸借対照表計上額)



（該当なし）

⑥長期延滞債権の明細　 （単位：円） ⑦未収金の明細　 （単位：円）

相手先名または種別 貸借対照表計上額 徴収不能引当金計上額 相手先名または種別 貸借対照表計上額 徴収不能引当金計上額

【貸付金】 【貸付金】

その他の貸付金 その他の貸付金

小計 小計

【未収金】 【未収金】

税等未収金 税等未収金

その他の未収金 その他の未収金

　清掃手数料 0 277,420

　管理料 15,840

小計 小計 15,840 277,420

合計 合計 15,840 277,420



　

（２）負債項目の明細

①地方債（借入先別）の明細 （単位：円）

うち1年内償還予定 うち共同発行債 うち住民公募債

【通常分】 1,182,055,636 186,762,048 796,022,931 0 0 288,080,201 0 0 0 97,952,504

　　一般公共事業 110,800,000 110,800,000

　　公営住宅建設 0

　　災害復旧 0

　　教育・福祉施設 879,013,140 170,245,560 786,189,470 0 13,291,621 79,532,049

　　一般単独事業 109,920,455 4,757,704 91,500,000 18,420,455

　　その他 82,322,041 11,758,784 9,833,461 72,488,580

【特別分】 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　臨時財政対策債 0

　　減税補てん債 0

　　退職手当債 0

　　その他 0

合計 1,182,055,636 186,762,048 796,022,931 0 0 288,080,201 0 0 0 97,952,504

市場公募債 その他種類 地方債残高 政府資金
地方公共団体
金融機構

市中銀行
その他の
金融機関



②地方債（利率別）の明細 （単位：円）

1,182,055,636 1,168,764,015 13,291,621 0.15%

③地方債（返済期間別）の明細 （単位：円）

1,182,055,636 0 13,291,621 0 43,404,340 473,568,311 560,291,364 91,500,000

④特定の契約条項が付された地方債の概要（該当なし） （単位：円）

５年超
10年以内

10年超
15年以内

15年超
20年以内

20年超

特定の契約条項が
付された地方債残高

契約条項の概要

3.5％超
4.0％以下

4.0％超
（参考）
加重平均
利率

地方債残高 １年以内
１年超
２年以内

２年超
３年以内

３年超
４年以内

４年超
５年以内

地方債残高 1.5％以下
1.5％超
2.0％以下

2.0％超
2.5％以下

2.5％超
3.0％以下

3.0％超
3.5％以下



⑤引当金の明細 （単位：円）

目的使用 その他

退職手当引当金 178,855,370 49,992,629 0 228,847,999

賞与引当金 21,515,596 18,387,595 21,515,596 18,387,595

合計 200,370,966 68,380,224 21,515,596 0 247,235,594

区分 前年度末残高 本年度増加額
本年度減少額

本年度末残高



２．行政コスト計算書の内容に関する明細

（１）補助金等の明細

名称

計

退 職 手 当 組 合 積 立 金

最終処分場地元対策費負担
金

水道整備事 業負 担金

そ の 他

計 119,303,329

119,303,329

退 職 手 当 引 当 金千葉県市町村総合事務組合 37,259,134

印 西 市 7,394,156 環 境 衛 生

73,801,052印 西 市 水 道 事 業
吉田地区水道整備に対す
る負担金

848,987

合計

その他の補助金等

（単位：円）

区分 相手先 金額 支出目的

他団体への公共施設等整備補助金等
(所有外資産分)



（１）財源の明細 （単位：円）

会計 区分 財源の内容 金額

分担金及び負担金 2,331,936,000

2,331,936,000

国庫支出金 44,410,960

都道府県等支出金

計 44,410,960

国庫支出金

都道府県等支出金

計 0

44,410,960

2,376,346,960

分担金及び負担金 12,906,000

12,906,000

国庫支出金

都道府県等支出金

計 0

国庫支出金

都道府県等支出金

計 0

0

12,906,000

普通会計 2,389,252,960

３．純資産変動計算書の内容に関する明細

一般会計

税収等

小計

国県等補助金

資本的
補助金

経常的
補助金

小計

合　　計

総　　合　　計

墓地事業特別会計

税収等

小計

国県等補助金

資本的
補助金

経常的
補助金

小計

合　　計



国県等補助金 地方債 税収等 その他

純行政コスト 2,894,208,122 44,410,960 0 2,344,842,000 504,955,162

有形固定資産等の増加 111,787,250 111,787,250

貸付金・基金等の増加

その他

合計 3,005,995,372 44,410,960 111,787,250 2,344,842,000 504,955,162

（２）財源情報の明細 （単位：円）

区分 金額

内訳



（１）資金の明細 （単位：円）

種類 本年度末残高

現金

要求払預金 129,817,165

短期投資

合計 129,817,165

４．資金収支計算書の内容に関する明細



１　重要な会計方針
（１）有形固定資産及び無形固定資産の評価基準及び評価方法

①有形固定資産・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・取得原価
ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。

ア昭和５９年度以前に取得したもの
イ昭和６０年度以降に取得したもの

取得原価が判明しているもの・・・・・・・・・・・・・取得原価
取得原価が不明なもの・・・・・・・・・・・・・・・・・・再調達原価

取得原価が不明な道路、河川及び水路の敷地については、該当事項はありません。
②無形固定資産

（２）有価証券及び出資金の評価基準及び評価方法
該当事項はありません。

（３）棚卸資産の評価基準及び評価方法
該当事項はありません。

（４）有形固定資産等の減価償却の方法
①有形固定資産（リース資産を除きます。）・・・・・・・・・・・定額法

なお、主な耐用年数は以下のとおりです。
建物　　　　１０年から３８年
工作物　　　３８年から６０年
物品　　　　　３年から７年

②無形固定資産（リース資産を除きます。）・・・・・・・・・・・定額法
（ソフトウェアについては、見込利用期間（５年）に基づく定額法によっています。）

③リース資産・・・・・・・・・・・定額法

（５）引当金の計上基準及び算定方法
①投資損失引当金

該当事項はありません。
②徴収不能引当金

該当事項はありません。
③退職手当引当金

期末自己都合要支給額に、退職手当債務から組合への加入時以降の負担金の累計額から既に職員に対し退職手当として支給され
た額の総額を控除した額に、組合における積立金額の運用益のうち印西地区環境整備事業組合へ按分される額を加算した額を控除
した額を計上しています。

④損出補償等引当金
該当事項はありません。

⑤賞与等引当金
翌年６月支給予定の期末手当及び勤勉手当並びにそれらに係る法定福利費相当額の見込み額について、それぞれ本会計年度の
期間に対応する部分を計上しています。

（６）リース取引の処理方法
該当事項はありません。

（７）資金収支計算書における資金の範囲
現金（要求払預金）
なお、現金には、出納整理期間における取引により発生する資金の受払を含んでいます。

（８）その他財務書類作成のための基本となる重要な事項
①物品及びソフトウェアの計上基準

物品については、取得価格又は見積価格が５０万円以上の場合に資産として計上しています。
ソフトウェアについても物品の取扱に準じています。

②資本的支出と修繕費の区分基準
資本的支出と修繕費の区分基準については、金額が６０万円未満であるとき、又は固定資産の取得価格等の概ね１０％未満相当額
以下であるときに修繕費として処理しています。

２　重要な会計方針の変更等
該当事項はありません。

３　重要な後発事象
該当事項はありません。

４　偶発債務
該当事項はありません。

５　追加情報
（１）財務書類の内容を理解するために必要と認められる事項

①一般会計等財務書類の対象範囲は次のとおりです。
一般会計
墓地事業特別会計

②地方自治法２３５条の５に基づき出納整理期間が設けられている会計においては、出納整理期間における現金の受払等を終了した後
　の計数をもって会計年度末の計数としています。
③利子補給等に係る債務負担行為の翌年度以降の支出予定額

該当事項はありません。
④繰越事業に係る将来の支出予定額

該当事項はありません。
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